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❏ 松尾先生による弊社のご紹介
エムニは、製造業における生成AI の活用に特

化したスタートアップです。  

代表の下野君は松尾研究所 で3年間、 

製造業向けAI社会実装 に深く携わってきた経

験を持ち、その豊富な知識と実績が  

大きな強みとなっています。  

また共同創業者の後藤君をはじめとして、 有

名ITメガベンチャー でのプロジェクト  

経験を持つメンバーが在籍しており、  

技術力と創造性に溢れたチームを形成してい

ます。「AIで働く環境を幸せに、世界にワクワ

クを」というミッションのもと、  

エムニが製造業に革新をもたらし、  

未来の産業をリードする ことを 

強く期待しています。

会社概要 

❏ 株式会社エムニの概要

技術顧問

❏ 株式会社エムニの特徴

京都大学発 松尾研発



自己紹介 

• 京都大学大学院エネルギー科学研究科卒

• 東京大学松尾研究所にて
プロジェクトマネージャーに従事

• PFN・DeNA・Recruit等の
複数企業のプロジェクトに取り組む

• 松尾研起業クエスト1期生

• 主に、AI開発・Biz面を担当

代表取締役 CEO
下野　祐太

SHIMONO YUTA



メディア実績  



メディア実績  



弊社事業 

オーダーメイドAI開発を土台としつつAI受託ノウハウを蓄積し、  

ソリューション及び製造業に特化したマルチプロダクトを展開  

土台となるオーダーメイドAI開発  

AI受託  
ノウハウ  

ソリューショ
ン 

プロダクト  

戦略 研究 設計 調達 生技 保全 物流 保守

特許分類 

AI特許 
検索 

AI特許 
ロケット  

侵害調査 

物性値抽出 

AIリサーチ
トレンド発

掘 

- 

転記自動化 

車両図解析 

図面の 
情報抽出 

- 

図面解析 

- 
 

- 

- 

- 

計画最適化 

報告書 
作成エー
ジェント  

AIインタ
ビュアー 

ヒヤリハット防
止 

異音検知 

- 

AIインタ
ビュアー 

異常検知 

- 

- 

- 

- 

クレーム 
自動対応 

- 

AIチャット
ボット 



ユースケース一覧  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製造業に特化して現場に根差したAI活用事例を多数有する  



製造業×AI | 取引先企業  

※ 取引先（一部）  製造業のエンタープライズ企業を中心とした取引実績  



AIインタビュアーのご紹介  



日本の現状 | 他国との比較  

他国と比較して生成AI自体利用はしているものの、期待値を大きく下回る  

https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html



調査結果  | 生成AIに関する期待からの差分

日本では米国と比較して生成 AIで期待を超える成果を出せていない

❏ 期待との差分
日本は米国と比較して期待を下回るとした回答が7pt程高く、

逆に期待値を大きく超えるとした回答は24pt程低い

→生成AIによる効果を実感できていないのが現状

https://pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2024-us-comparison.html



考察 | なぜ期待値を超えることができていないのか？  

ユースケースの設定が最重要にも関わらず、現場ベースでの取り組みができていない
❏ 成果を出せた要因

⽇本‧⽶国共に
最も重要なのは
ユースケース設定
その後データ品質や
環境‧利活⽤フローの
整理が続く

❏ ⽣成AIの使い所
⽇本では全社活⽤が多いが、
⽶国では経営や
コーポレートといった
特定業務に特化した
具体的なユースケース推進が
先⾏している

https://pwc.com/jp/ja/knowledg
e/thoughtleadership/generativ
e-ai-survey2024-us-compariso
n.html



考察 | なぜ期待値を超えることができていないのか？  

具体的なユースケースが定まっていないことから業務効率化に終⽌してしまい、
⽶国では重要視されている顧客価値向上にアプローチできていないのでは

❏ ⽣成AI活⽤の指標
⽇本では⼯数‧コストがより重要視されている傾向、⼀⽅⽶国では顧客満⾜度をより重要視する傾向が分かる

https://pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2024-us-comparison.html



背景| 技能伝承が必要な理由  

後5〜10年後にベテランが一斉に退職し、次を担う次世代の中堅は層が薄い  

51〜54歳

41〜55歳

就職氷河期



背景| 技能伝承が必要な理由  

今失われゆくノウハウを蓄積しなければ、製造業の競争力の源泉を失いかねない  

これは日本の産業全体を中長期的に揺るがしかねないと考えている  



整理 | 対象とする知識に関する目線合わせ  

抽出したい知識はその深さに応じて4つの階層に分類される  

AIインタビュアーは言語で扱うことができる潜在知・暗黙知がメインの対象  

 

 形式知  

潜在知  

暗黙知  

肌感覚  

ドキュメントとして作成され、 
後世に残すことができる知識 
例）作業手順書・マニュアル・保全履歴 

属人化して資料としては残っていないが、 
事実としてインタビュー等を通して 
容易に取り出すことができる知識 
例）過去の経験、トラブルの事例 

過去の経験等から当人だけが考える真因や 
そこから導かれた普遍的な法則等を指し、 
外部からは容易には想定できない知識 
例）経験則、独自の理論・解釈 

そもそも言語で表せないような 
五感で知覚される感覚的な知識 
例）手触り感、体の動かし方 

ターゲット



背景 | 暗黙知の言語化・技能伝承の課題  

言語化の難しさ・情報共有の煩雑さ・ナレッジ更新の時間的な工数の大きさが要因で、  

ナレッジを集めて共有し各々の意見を整備して運用することが困難になっている  

ナレッジの収集

考えを整理する難しさ  

ベテランに「カンコツ」といった 

暗黙知を自覚してもらい、 

ナレッジを言語化して 

網羅的に引き出して整理することは 

高いスキルが求められ難しい 

ナレッジの活用

情報共有の煩雑さ 

ナレッジを収集しても、 

欲しい情報にたどり着けず、 

上手く活用できていない 

特に他部署との情報連携は 

より煩雑になることが多い 

ナレッジの整備

整合性が取れない 

同じ事象であったとしても、 

条件や対処方法の違いにより、 

各ベテランによって 

意見が異なってしまうため、 

知識を集約してまとめることが難しい 



ソリューション | AIインタビュアー
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AIと話すだけで  
暗黙知の抽出・技能伝承  
が実現できる  

京大発・松尾研発スタートアップ  エムニ 



AIインタビュアーとは  

インタビューで暗黙知を収集し、チャット形式で技能伝承を行うシステム  

ナレッジの活用

AIチャットボット  

自由文でチャットボットに 

質問することで、 

蓄積されたナレッジに 

基づいた回答が生成される 

ナレッジの整備

半自動メンテナンス  

メンテナンスを開始すると 

蓄積されたナレッジを 

自動で統合・整理する 

最後に人間の確認が必要 

ナレッジの収集

AIインタビュアー  

AIインタビュアーの 

深堀り質問に回答し、 

対話を通して 

暗黙知を言語化し 

ナレッジグラフに蓄積 

ナレッジの初期作成  

作業手順書や保全履歴から 

既存の形式知から、 

ナレッジグラフを作成 

初期開発



参考）ナレッジグラフの詳細  

結果や問題点  

要因 

原因 

詳細な原因  

● 要因・原因の名称 
ナレッジグラフに表示される 
要因・原因の要旨 

● 詳細 
要因・原因に関する詳細な説明 

● 頻度 
同じ原因・要因が 
何人のユーザーによって 
言及されたかをカウント 

● 備考 
任意で追加可能な補足情報 



AIインタビュアーのポイント  

ベテランのナレッジを誰もが活用可能にし、競争力向上に寄与できる  

ナレッジの活用

情報共有の簡便さ 

単一のチャット画面に 

自然文で質問をすれば、 

いつでも誰でも 

ベテランのナレッジを活用可能 

ナレッジの整備

自動整備の手軽さ 

各ベテランの技術者が追加した 

ナレッジを生成AIが自動で統合 

ユーザーは最終的な内容確認のみで 

ナレッジの正確性を保つことが可能 

 

ナレッジの収集

ナレッジ整理の容易さ  

・考えの事前整理は不要で、 

　AIの質問に回答するだけで 

　ナレッジが自動的に蓄積される 

・ナレッジの網羅性についても、 

　AIインタビュアーが質問を通して 

　ヌケモレが発生しないように牽引 



強み | 大局的な比較表  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情報検索・  
取得のスピード  

メンテナンスに  
かかる工数  

想定利用シーン  

動画作成ツール センサーツール

暗黙知抽出の  
実現可能性  

AIチャットボット
（RAG製品）

マニュアル作成
支援ツール

AIが生成する  
深掘り質問に回答して  
暗黙知を抽出可能  

ユーザーが自ら 
発言内容に暗黙知を 
入れる必要が有り、 
抽出の難易度は高い 

暗黙知を 
抽出することは 
できない 

実際の動作等は 
動画で取得できるが 
考えまで取得できず、 
暗黙知の抽出は難しい 

データの取得に加え 
整形・分析が必要で、 
暗黙知を抽出する 
難易度は高い 

自然文を用いた  
チャット形式で  
瞬時に検索可能  

キーワードベースで 
情報を見つけるのに 
多くの時間がかかる 

自然文を用いた 
チャット形式で 
瞬時に検索可能 

動画データのため、 
検索に多くの時間が 
かかってしまう 

センサーの分析が 
自動化できている場合
は高速に検索可能 

人間の確認を持って  
半自動的に  
ナレッジを更新可能  

メンテナンスは 
人間が全て実施する 
必要がある 

データ追加は自動化し 
メンテナンス工数を 
抑えて運用できる 

メンテナンスは 
人間が全て実施する 
必要がある 

メンテナンスは 
人間が全て実施する 
必要がある 

非定常業務を含め、  
熟練工のカンコツの
収集及び業務活用  

所定のフォーマットで 
マニュアルを 
保存用に作成 

暗黙知を必要としない 
業務における 
情報取得の高速化 

言語化が難しい 
感覚的な動作を 
保存するツール 

言語化が難しく、 
データ取得が可能な 
業務の可視化・分析 



AIインタビュアーの強み  

研究開発を通して得られた独自機能により、技能伝承の実現に寄与できる  

ナレッジグラフの  
構造化のしやすさ  

品質工学に基づいて、 

FTA等で利用される 

グラフ構造を用いることで 

網羅的に知識を 

構造化して整理できる 

半自動 
メンテナンス機能  

蓄積されたナレッジを 

自動で整備更新することで 

負担を減らして持続的な 

ナレッジマネージメントを実現

できる 

インタビュアーの 
深掘り力 

多角的な視点で事象を捉え 

背景の要因を推定できる 

水平思考を応用した 

独自のインタビュー 

アルゴリズムを研究開発 

AIチャットボットの  
高精度回答 

暗黙知と形式知、 

2つのデータベースを 

繰り返し検索することで 

深い回答を生成する 

独自のAIエージェント 

システムを開発 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強み | データ形式  

ナレッジグラフ形式により、考えを構造化して整理し深掘りが容易になる  

熟練工

熟練工

文
章
形
式 

ナ
レッ
ジ
グ

ラフ
形
式 

熟練工

熟練工

言い間違い等の 
ノイズとなる情報が 
多く含まれる 

話しているだけでは 
考えが整理されず 
堂々巡りに陥る 

文章 文章 文章

ナレッジグラフ 熟練工 ナレッジグラフ ナレッジグラフ

熟練工

発言からトピックを 
抽出して、 
内容を構造的に整理 

トピックごとに 
深堀りを行い、 
真因まで分析できる 



確認  反映  確認 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強み | ナレッジのメンテナンス  

各ユーザーのナレッジグラフを統合して、責任者が最終確認を実施する  

熟練工A

熟練工B

熟練工C

LLM 社内文書 

トラブル 
発生 

熟練工 

ナレッジグラフ 

ナレッジグラフ 

責任者  ナレッジグラフ 
マスター 

ナレッジグラフA 

ナレッジグラフB 

ナレッジグラフC 

LLM  責任者 

出力  入力  出力 入力 

出力 

初期開発 

継続利用 

ナレッジグラフ 
マスター 

DBとして 
参照 



終わりに 



導入までの流れ  

利用方法を確定後、無料トライアル→PoC開発を実施し本導入に移行  

ヒアリング 
シーン確定 

PoC開発 
精度検証 

本導入 
導入支援 

導入工程や 

利用方法について 

ヒアリングの上、 

利用シーンを確定。 

トライアルを 

実施する場合は、 

既存データについて 

すり合わせを実施 

業務マニュアルや 

トラブル報告書を 

ご共有いただき、 

ベースとなる 

ナレッジグラフを 

1つ作成の上ご共有 

それをベースに 

AIインタビュアーを 

トライアル利用 

以下の順番でPoC開発を進める想定 

1. 全ての既存データを対象に、 

ナレッジグラフを作成の上ご共有 

2. ナレッジグラフの内容確認及び修正 

3. AIインタビュアーの特化チューニング 

4. 形式知データベースを作成し、 

AIチャットボットを特化チューニング 

5. 弊社内部で精度検証及び改善後、 

フィードバックベースで精度改善を実施 

本導入する工程や 

業務内容への 

導入支援として、 

ハンズオンでの 

説明会や 

現場作業員の方への 

勉強会を実施 

〜1ヶ月 3〜5ヶ月 打ち合わせ1〜2回

本導入判断

無料 
トライアル 

打ち合わせ1〜2回

PoC実施判断



お問い合わせは以下より！  



Thank you .  


